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□
支
部
活
動
の
報
告 

１
２
月
１
７
日
、
市
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
利
用
し
「
近
江
商
人
の
理
念

と
歴
史
を
体
感
し
、
地
域
文
化
を
学

ぶ
」
研
修
旅
行
を
実
施
。 

五
箇
荘
金
堂
地
区
で
広
大
な
屋
敷

を
見
学
し
、
勤
勉
・
倹
約
・
正
直
を
重

ん
じ
た
生
き
方
に
触
れ
た
。 

伊
藤
忠
兵
衛
記
念
館
で
は
「
三
方

よ
し
」
の
理
念
を
学
び
、
総
合
商
社
の

原
点
を
理
解
。
昼
食
は
愛
東
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域
の
食

文
化
を
楽
し
ん
だ
。 

午
後
は
豊
郷
小
学
校
旧
校
群
で
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
建
築
を
体
感
し
、
酒
蔵
岡

村
本
屋
金
亀
で
は
彦
根
城
井
伊
家
に

献
上
さ
れ
た
伝
統
の
酒
造
り
や
伏
流

水
の
活
用
を
学
び
、
清
酒
と
搾
り
か

す
を
土
産
に
し
た
。
近
江
商
人
の
精

神
と
湖
東
の
文
化
遺
産
を
巡
る
充
実

し
た
一
日
と
な
っ
た
。 

   

                 

 

 

□
会
員
「
作
品
展
」 

 
１
月
２
３
日
～
１
月
２
９
日
（
木
） 

 

午
後
１
５
時
ま
で 

 
 

場
所
：
安
曇
川
公
民
館
ロ
ビ
ー 

 

出
展
者
１
４
名
・
３
０
作
品 

                   

□
紙
芝
居
の
実
施 

 

１
月
２
３
日
（
金
）
１
３
時
～ 

 

内
容
：
開
催
中
の
作
品
展
会
場
で

近
江
聖
人
中
江
藤
樹
先
生
の
紙
芝
居

を
実
施
し
ま
し
た
。 
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湯
た
ん
ぽ
と
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー 

湯
た
ん
ぽ
と
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー 

  

❖
今
後
の
イ
ベ
ン
ト 

本
部
『
基
礎
講
座
』 

三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
の
講
義 

日
時
：
令
和
８
年
２
月
１
２
日
（
木
） 

１
３
時
か
ら
１
５
時
ま
で 

会
場
：
栗
東
芸
術
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

テ
ー
マ
：「
健
康
滋
賀
を
ど
う
つ
く
る

か
（
仮
）」 

参
加
希
望
の
方
は
地
区
の
役
員
様
に

連
絡
願
い
ま
す
。 

❖
令
和
８
年
度
総
会
に
つ
い
て 

日
時
：
令
和
８
年
４
月
１
５
日
（
水
） 

 
 

 

１
３
時
３
０
分
～ 

場
所
：
新
旭
公
民
館 

詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、 

予
定
を
お
願
い
し
ま
す
。 

《
原
稿
投
稿
》 

「
湯
た
ん
ぽ
と
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ―

」 

 

我
が
家
で
は
灯
油
ス
ト
ー
ブ
を
使

っ
て
い
ま
す
。
や
か
ん
で
お
湯
を
沸

か
し
湯
た
ん
ぽ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

灯
油
ス
ト
ー
ブ
は
熱
効
率
が
良
く
優

し
い
暖
が
取
れ
し
か
も
お
湯
を
沸
か

し
ス
チ
ー
ム
効
果
も
あ
り
ま
す
。
湯

た
ん
ぽ
は
熱
を
蓄
え
、
長
時
間
に
わ

た
っ
て
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
極

め
て
エ
コ
な
伝
統
的
な
ツ
ー
ル
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
世
の
中
を

騒
が
し
て
い
る
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー
は
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
。
共
通
点

が
あ
る
と
思
い
生
成

A
I

に
聞
い
て

み
ま
し
た
。 

現
代
社
会
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
的
な
利
用
と
保
存
は
、
環

境
問
題
や
資
源
の
持
続
可
能
性
を
考

え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
の
身
近
に

あ
る
「
湯
た
ん
ぽ
」
と
「
モ
バ
イ
ル
バ

ッ
テ
リ
ー
」
は
、
一
見
異
な
る
存
在

で
あ
り
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保

存
と
有
効
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
興

味
深
い
比
較
対
象
と
な
る
。 

湯
た
ん
ぽ
は
、
古
く
か
ら
使
わ
れ

て
き
た
保
温
器
具
で
あ
り
、
熱
湯
を

注
ぐ
こ
と
で
そ
の
熱
を
蓄
え
、
長
時

間
に
わ
た
っ
て
暖
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
電
力
を
使
わ
ず
、
必
要
な
と

き
に
必
要
な
分
だ
け
の
熱
を
利
用
で

き
る
た
め
、
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
が
高
い
。
特
に
、
電
気
毛
布
や
暖

房
器
具
に
比
べ
て
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
少
な
く
、
環
境
負
荷
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
点
で
、
現
代
に
お
い
て

も
見
直
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
必
要
な

と
き
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
な
ど
の
電
子
機
器
に
供
給
す
る

装
置
で
あ
る
。
外
出
先
で
も
電
力
を

確
保
で
き
る
利
便
性
が
あ
り
、
災
害

時
の
備
え
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
近
年
で
は
、
太
陽
光
で
充
電
で

き
る
タ
イ
プ
や
、
急
速
充
電
に
対
応

し
た
高
効
率
モ
デ
ル
も
登
場
し
、
よ

り
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
道
具
に
も
デ

メ
リ
ッ
ト
は
存
在
す
る
。
湯
た
ん
ぽ

は
お
湯
を
沸
か
す
た
め
に
ガ
ス
や
電

気
を
使
う
必
要
が
あ
り
、
使
用
後
の

冷
却
水
の
処
理
や
、
や
け
ど
の
リ
ス

ク
も
あ
る
。
ま
た
、
保
温
時
間
に
は

限
界
が
あ
り
、
長
時
間
の
暖
房
に
は

向
か
な
い
。
一
方
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
は
製
造
時
に
リ
チ
ウ
ム
な
ど

の
希
少
資
源
を
必
要
と
し
、
廃
棄
時

に
は
環
境
負
荷
が
懸
念
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
充
電
時
に
電
力
を
消
費
す
る

た
め
、
使
用
状
況
に
よ
っ
て
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
が
下
が
る
こ
と
も
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
湯
た
ん
ぽ
と
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
利
点
と

課
題
を
持
ち
な
が
ら
も
、「
エ
ネ
ル
ギ

  



ー
を
一
時
的
に
蓄
え
、
必
要
な
と
き

に
使
う
」
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
。

私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
道
具
を
上
手
に

使
い
分
け
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
心
が
け
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な

知
恵
と
現
代
技
術
の
融
合
が
、
持
続

可
能
な
社
会
へ
の
一
歩
と
な
る
だ
ろ

う
。 

以
上 
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投
稿
者 

西
澤
幸
夫 

 

◎
「
高
島
通
信
」
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
て
   

投
稿
先
西
澤 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

n
is

h
iyu

k
i@

s
e
a
.p

la
la

.jp
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